
中土手町まちづくり推進会議

まちなかを、ウォーカブルに。

動機

民間事業者の 経営力・展開力・スピード感・広報力 などを活かすためには、

エリアプラットフォーム（官民によるまちづくり支援組織）が必要。

○ スモールエリアで連鎖的にかつ異なるターゲットに対するプロジェクトが起こることで骨格を形づくり、
エリアの価値を高めて民間投資を誘発するとともに、周辺エリアへの波及効果をもたらす。

○ 意識の共有による欲求のダウンサイジングと適正化を図り、スモールスタートすることによりリスクを
できるだけ軽減することで動きやすさを生み出す。

○ 公共的空間を利活用した滞留空間・居心地が良い空間を創出する。
○ 人口減少という未知の課題に対しては、挑戦と実践を繰り返すことで確からしい方向性を検証する

プロセスを通して、適正な具体的手法を探る。
○ 社会実験により事業の有効性を実証し、修正を重ねつつ事業構築を行い、加えて参画する者が目指すべき

方向を共有することができるビジョンを策定する必要がある。
○ 主体的に関わることで、「公」を生業として担う民間の機運の向上を図ることができる。

新型コロナウイルス感染症 の対策を強固に実施しながら、

連動した ニューノーマルでの経済活動 によりまちを再生することが必要。

○ 新型コロナ危機を契機として、従来の常識のとらわれることなく、働く場所・住む場所・活動する場所を
オープンスペース等まで選択肢を広げることで、安心して活動ができる機会を創出する。

○ ニューノーマルに対応する機運を向上することで、固定観念にとらわれない新しい経済活動の方法を生み出し、
従来に近い経済効果を生み出すことができる。



中土手町まちづくり推進会議

まちなかを、ウォーカブルに。

○ 中土手町まちづくり推進会議（民間２者）による民間事業として、エリアアートによる公共的空間の利活用を実施。
○ 冬期間の回遊性の向上とエリアマネジメントの観点から、集客による収入試算と除雪等の美化清掃経費を算出した。

過去の実施事業
令和元年度

～民まちアートプロジェクト～
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まちなかを、ウォーカブルに。

まちなか座り場事業

平成27年度に土淵川吉野町緑地で実施した社会実
験をまちなかに展開して実施する。土手町商店街の
店舗前の空きスペースや歩道等に椅子やテーブルを
設置して滞留性を向上するとともに、将来的
には、アーティス
トに椅子やテーブ
ルをキャンパスに
したアート作品を
その場で作成して
もらうなど、アー
トに対する意識啓
発を連動させた公
共的空間の利活用
を実施する。

積雪時の回遊性の確保のため、
事業者や地域住民が連携して自
ら活動するエリアの環境を維
持・向上させるための除雪を実
施し、除雪した雪をアートイベ
ントや収益性のある事業に展開
し有効活用する手法を検討する。
将来的には、除雪した雪を活用
した作品の作成など、市の既存
のまつりとの相乗効果を見据え
た制度設計を実施する。

除雪エリアマネジメント事業

【美術館告知展示】
まちなかアートによる回遊性向上誘導の

仕掛けとして、中央弘前駅ギャラリーまん
なかにて、弘前れんが倉庫美術館の告知展
示と本事業の周知を実施。

【きたのまちカード】
土手町商店街の店舗紹介カードとして市

内アーティストと連携して製作した「きた
のまちカード」を中央弘前駅ギャラリーま
んなかに設置。１枚１店舗の掲載で、この
カードを持って掲載店舗を訪れた方には、
弘前れんが倉庫美術館の非売品クリアファ
イルをプレゼントすることで商店街への波
及効果を創出した。

【プロジェクションマッピング】
エリア内を流れ、地区内の回遊動線を形

成している土淵川の河川遊歩道において、
より歩きたくなる仕掛けづくりとして、市
内で活動するアーティストと連携し、一部
を占用してアート装飾（プロジェクション
マッピング）を実施した。
【ワークショップ】
非日常的なアートに気軽に接せられる機

会の提供として、プロジェクションマッピ
ングの作りかた講座を実施した。

まちなかアートによる回遊性向上誘導事業

過去の実施事業
令和元年度

～民まちアートプロジェクト～
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まちなかを、ウォーカブルに。

▲事業全体のグランドデザイン ▲ポスター ▲リーフレット

ⅰ）アートをコンテンツとした官民が連携したまちづくり推進手法の検討
・弘前れんが倉庫美術館が開館したことを受けて、来場者へのより一層の回遊性の向上を図る。
・エリア一体での魅力向上や賑わいづくりにより、経済波及効果を生み出す。
・アートを軸として周辺の店舗や事業者と行政の間の連携を深め、活動の幅を広げる。
・生業やまちづくりの新たな担い手の発掘・育成を図る。
・歩いて楽しいまちをつくる。

ⅱ）公共的空間利活用やエリアマネジメント等の検証及びスキーム構築
・使われていない空間を効果的に活用し、滞留ができる居心地がいいエリアを形成・提供する。
・コンテンツでつながれた導線により歩きたくなるエリアをつくる。
・公共的空間の活用により、持続のための収益性を検証する。
・必要な美化を実施し、エリアを経営できるゆるやかな組織と仕組みを構築する。

事業目的

令和２年度
～まちなかアートピクニック事業～

（アート×公共的空間利活用社会実験）
過去の実施事業
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まちなかを、ウォーカブルに。

【実施事業】
交付申請時に提出したまちなか再生事業計画に記載している実施予定事業と、

実際に実施した事業の関係性を明示する。

（ア）まちなか座り場事業
・歩道や河川区域等を一部占用（コロナ対策の特例を活用）し、
飲食店前にイスやテーブル等を設置する。

⇒別途、新型コロナウイルス感染症対策として国の緊急措置を活用して
弘前市中心市街地活性化協議会が実施（補助対象外）

・都市計画道路整備区域の暫定活用として、工事中の景観の
改善に加え、滞留空間創出のためのマルシェ（商店街の
アンテナ）や動画上演を実施する（全２回実施予定）。

⇒②「中央弘前駅前ナナメ商店街」
⇒③「中央弘前駅前ナナメ映画館」

・蓬莱広場を活用し、商店街や河川区域の座り場に人が滞留する
ための仕掛けをする（全２回実施予定）。

⇒①「土淵川遊歩道テラス」（補助対象外、独自事業）
⇒④「蓬莱広場テイクアウト市」

（イ）オープンカフェ・マルシェ等にぎわい創出事業
・オープンカフェやバー及びマルシェ（新規プレイヤー発掘）を
吉野町緑地で実施する（全２回実施予定）。

⇒⑤「Park Side terrace」
⇒⑥「BRICK Morning Yoga」
⇒⑦「BRICK H’s STORE」
⇒⑧「美術館建築ツアー」（補助対象外、独自事業）
⇒⑨「展覧会ガイドツアー」 （補助対象外、独自事業）

（ウ）情報発信拠点運営事業
・公共空間の利活用に関する情報や当事業内容の説明・周知を行い、
まちなか情報センター等の拠点性の検証を実施する。

・上記による固定の情報発信に加え、事業区域全体でのソフト面に
おける情報発信の方法と当事業における目的の周知及び普及啓発の
方法を検証する。

⇒⑩「れんがサイズ美術館」
⇒⑪「中土手町業種看板刷新」
⇒⑫「まちなかラッピング」
⇒「全体広報」

※このほか、社会実験の「調査・データ分析・全体運営」を実施。
※赤字見え消しは、新型コロナウイルス感染症の影響で中止した事業

令和２年度
～まちなかアートピクニック事業～

（アート×公共的空間利活用社会実験）
過去の実施事業
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まちなかを、ウォーカブルに。

【実施事業詳細（小エリアごと）】
物品の販売は共通チケットにより実施し、１０月１０日、１１日（３１日、１１月１日は新型コロナの影響により中止）
の２日間で延べ約２００組の来場があった。

【蓬莱広場】
④「蓬莱広場テイクアウト市」

他のエリアのくつろぎスペースや土手町をまち歩きしながらでも
楽しめるテイクアウト品を提供する飲食店が２店舗出店した。
１０月１０日（土）１０時～１７時
１０月１１日（日）１０時～１５時
１０月３１日（土）１０時～１７時
１１月 １日（日）１０時～１５時

【土淵川遊歩道】（土淵川右岸：境橋～蓬莱橋区間）
①「土淵川遊歩道テラス」（補助対象外、独自事業）

土淵川遊歩道にテーブルとイスを設置し、飲食や読書など、
自由にくつろぎ一息つける空間を提供した。
１０月１０日（土） ９時～２０時
１０月１１日（日） ９時～１７時
１０月３１日（土） ９時～１７時
１１月 １日（日） ９時～１７時

【中央弘前駅前】
（都市計画道路３・４・６号を整備中の区域内暫定利用）
②「中央弘前駅前ナナメ商店街」

整備中の道路上に今だけの芝生ピクニック空間を設け、
中土手町商店街の店舗の商品を学生が販売する中央弘前
駅前でアンテナショップを実施した。
１０月１０日（土）１０時～１５時
１０月１１日（日）１０時～１５時
１０月３１日（土）１０時～１５時
１１月 １日（日）１０時～１５時

③「中央弘前駅前ナナメ映画館」
芝生の上でくつろぎながら野外で映画鑑賞を楽しめる

空間を提供した。
※街路整備工事受注業者とも協力して実施
１０月１０日（土）１８時～２０時

【中央弘前駅前】
★アートと連動した公共交通運行実験事業

「りんご畑鉄道ラッピング列車出発式」
(参考：補助対象外・別団体により実施協力)

青森県中南地域県民局、有志団体弘南鉄道
アソビプロジェクト及び学生団体ひろさき地
域活動応援隊FUYAKUが、津軽地域７市町村
のプロモーションである「古津軽」と民間鉄
道である弘南鉄道を支援するものとして、弘
南鉄道大鰐戦のラッピングを実施。
１０月１０日（土）

※赤字見え消しは、新型コロナウイルス感染症の影響で中止した事業

令和２年度
～まちなかアートピクニック事業～

（アート×公共的空間利活用社会実験）
過去の実施事業
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【エリア全体】
⑫「まちなかラッピング」

エリア全体をテーマカラーアートで装飾した。
１０月１０日（土）～１１月１日（日）

【吉野町緑地・BRICK】
⑤「Park Side terrace」

Café&Restaurant BRICKにおいてテラス席を設けたオープンカフェを実施し、
緑地の開放的なくつろぎ空間を提供した。
１０月３日（土）～１０月３１日（土）（※土日のみ開催） ９時～１７時
※１０月１０日（土）は１７時～２１時も実施（クラフトビール等の提供）。

⑥「BRICK Morning Yoga」
吉野町緑地にて、気持ちのいいモーニングヨガを実施します。
１０月４日（日）、１１日（日）、１８日（日）、２５日（日） ８時開始

⑦「BRICK H’s STORE」
地域の魅力が詰まったクラフトやフードなどがさまざま出店する市を開催した。
１０月１０日（土）１０時～１５時
１０月１１日（日）１０時～１５時
１０月３１日（土）１０時～１５時
１１月 １日（日）１０時～１５時

【弘前れんが倉庫美術館】
⑧「美術館建築ツアー」（補助対象外、独自事業）

弘前れんが倉庫美術館の展示室以外の無料エリアに
おいて、建築を観覧できるツアーを実施した。
１０月１０日（土）１８時受付開始、１８時３０分～

⑨「展覧会ガイドツアー」（補助対象外、独自事業）
展示中の開館記念秋冬プログラムを解説付きで

観覧できるツアーを実施します。
１０月３１日（土）１８時受付開始、１８時３０分～

【土手町通り】
⑩「れんがサイズ美術館」

土手町商店街の各店舗のバックグラウンドがわかる
ような品を、弘前れんが倉庫美術館の屋根やれんがを
使ったミニ美術館に展示して各店舗前に設置した。
１０月３１日（土）～１１月１日（日） １７店舗

⑪「中土手町業種看板刷新」
中土手町商店街の業種看板を、弘前れんが倉庫美術館に

同調したものに刷新。

※赤字見え消しは、新型コロナウイルス感染症の影響で中止した事業

令和２年度
～まちなかアートピクニック事業～

（アート×公共的空間利活用社会実験）
過去の実施事業


